
第２学年 国語科の実践 

  

１ 単元名 読んで考えたことを 話そう「どうぶつ園のじゅうい」（全１１時間 本時９時間目） 

 

２ 単元目標  

 

 

 

 

 

３ 「ひびき合う三の丸の子どもたち」にせまるために  

 

 

 

 

 

 

 

＜聴く・話すについての指導＞ 

  子どもたちの実態から、安心して発言できる・話し合いになるための土台として「聴く」こと

に重点を置いて取り組んできた。「どんなふうに聞いてほしいか。」についてみんなで考え、「自分

の方を向いてくれる」「静かに聞いてくれる」「聞く気持ちで」「最後まで」などの言葉が出てきて、

基本的な事から確認していくことになった。そして、「今は誰が話す時なのか」という意識をもて

るように繰り返し呼びかけてきた。 

  「聴く」ことを意識し始めたことで、「友だちの考えと同じ」「似てるけど少し違って。」「いや、

そうじゃなくて。」などの発言も少しずつ出てきた。特に「でも、」や「えっ。」という声は発言に

までは表れてこないので、注意して拾っていかなければならないと考えている。これらに加えて、

友だちの意見を聞いて、よりよい考えだと思ったら自分の考えを変えていくのも大切なことだと

伝えている。 

  「話す」については、まだ担任に向かって話してしまったり、伝えたいことがあるのに全員に

は届かない話し方だったりと課題は多いが、「話す」際の基本的なことをみんなで確認したので、

そこを意識していきたい。その中に「伝えたい気持ちで」「笑顔で」という言葉があるので、その

ような状態に近づけるとよいと考えている。  

 

 ＜関わり合い・ひびき合いについて＞ 

  生活科の時間を中心に、「先生今日は何するの？」という声に対して、できる限り学習の初めは

「今日は何するの？」「これからどうしたらいい？」という言葉をかけるようにしてきた。すると、

「野菜を植える！」「まだ、種とか届いてないじゃん。」「どうやって植えるかもわかんないし。」

「じゃあ、何を植えるか決める。」というように子どもたちが自分たちで活動の土台を作れること

が増えてきた。 

  そこでさらに、国語で異なる考えが出てきたときや算数で自分の解き方や答えに自信を持って

いるときなどでも、友だちの考えを受け入れようとする気持ちをもてるようになり、ひびき合い

につなげていきたいと考えた。 

  そのために自分たちで相談して決める経験を増やそうと、ある程度活動の見通しが持てた時点

で「ここからは、先生がいなくてもみんなでできる？」という機会を持つようにした。音楽で一

緒に演奏するグループを作って練習したり、国語でペアを作って練習して全体発表をしたり、生

活科で１年生に教えてあげたい場所ごとにグループに分かれてセリフを考えたり。意見がぶつか

研究課題「子どもが解決したい問題をもち、友だちとひびき合いながら学習する子どもの育成」 

手立て…子どもの願いや思いの育ちを見とった単元構想と授業づくり 

低学年ブロックテーマ 「感じる心、素直に表現する自分」 

・人の言動に何かを感じる姿 

・自分の思いや他者からの刺激を受け止め、素直に表現する姿 

◎文章の内容と自分の経験とを結び付けて、感想を持つことができる。 

○共通，相違，事柄の順序など情報と情報との関係について理解することができる。 

○時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えることができる。 



りながらも、なんとか自分たちで相談し合って乗り越える経験を重ねてきたことで、同じ目的を

持っている活動に対しては関わりながらみんなの方向を決めていくことができはじめている。こ

れらの小グループでの経験をクラス全体の問題に生かせるようにしていきたい。  

 

４ 単元と指導について 

 ＜単元について＞ 

  本単元は、説明的文章を読んで自分の考えをもち、交流する活動を行う。「たんぽぽのちえ」に

続く説明文である。時間的な順序や事柄の順序を考えながら内容の大体を読み取り、自分の知識

や生活経験と比べながら感想をまとめ、伝え合う能力を育てることをねらっている。  

  本教材「どうぶつ園のじゅうい」は、動物園の獣医の一日の仕事について日記のように書かれ

ていて、一つの出来事が１ページ程度にまとめられているので、時間的順序や内容を捉えやすい。

また、段落の冒頭に「朝」「見回りがおわるころ」など時間を表す言葉が示されているので、そこ

に着目して時間的順序と仕事内容、その仕事をするわけをおさえていく。  

  また、説明的な文章を読んで考えたことを発表する言語活動を設定している。読んで感じたこ

と、考えたことなどを自分の知識や経験と関係づけることで、考えが深まったり新たな気づきが

生まれたりすることをねらっている。単元の終盤に向けて、子どもたちが獣医の一日の仕事を把

握し、その大変さを感じ取ることができると考えられる。その上で、教科書から読み取ったこと

や自分の生き物に対する思いや関わった経験を合わせて考え、獣医に対する見方を深められるよ

うに扱っていきたいと考えている。 

 

 ＜指導について＞ 

  ２年生の学習には、国語だけでなく音楽・道徳などにも様々な動物が登場する。そのため自然

に動物に親しみを持つようになっている。「どうぶつ園のじゅうい」では、リアルな動物に関わる

話のため、子どもたちは興味を持ち、内容に引きつけられるものと思われ、動物たちに関わるの

は、「かわいい。」「楽しい」だけではなく獣医や飼育員の大変さに気づくだろう。  

  獣医の大変さを確かめるために文章を追うことで時間的な経過・仕事の内容・何のために行う

のかという理由・獣医の工夫などを整理することができる。しかし、子どもによっては全体の中

から必要な一部分に焦点を当てて読み取ることが難しい子もいるので、段落ごとに区切って考え

ていく。また、ワークシートを使って同じパターンで考えられるようにしていく。この過程で獣

医の仕事をより具体的に理解していけるだろう。  

  獣医の一日の仕事を把握した上で、改めて獣医の仕事について考えた時に、子どもたちは「や

っぱり獣医さんは大変だ。」ということがわかるだろう。しかし、大変さの理由はそれぞれが微妙

に異なるものと考えられる。そのずれを子どもたちに返すことによって、「じゅういさんの仕事

はどんなところが大変なのだろう？」ということが問題になってくる。初発の感想でも「大変そ

う。」という言葉が出てくるだろうが、漠然と「大変そう。」「忙しそう」だったものが、「こんな

に仕事がある。」「動物に顔を覚えてもらうのも仕事なんだ。」「いろいろ工夫している。」「命に関

わるから。」など、当初は出てこなかった理由や視点をもてるようにしたい。  

  本時では、文章の読み取りや自分の経験・思いをもとに考えた獣医の大変さを発表し合い、交

流する姿をひびき合いの姿としたい。もしも「この日がたまたま大変だっただけ」など獣医の仕

事の大変さに疑問を持つ子がいれば、全員で「毎日の仕事」と「この日だけの仕事」とを確認し

た上で、他の治療や仕事に関する資料や動画を見せて、毎日のように急な治療や仕事があるとい

うことがわかるようにする。 

また、話し合いが本文の読み取りに偏ってしまうときには、自分が獣医だとしたらどこを大変

だと思うかを想像させたり、大変だから獣医になりたくないという子が自分の気持ちを伝える場

面を作ったりしたい。そして、こんなに大変なのにどうして獣医をしているのだろうという疑問

につなげていきたい。 

  



 



 

 

７ 実践を終えて 

 本単元は説明文なので、本校の研究が目指す「子どもが解決したい問題」をもったり「ひびき合

い」を深めたりするには適さないかもしれない予想もある中、単元目標の「文章の内容と自分の経

験とを結び付けて、感想を持つことができる。」に焦点を当てることを目指して実践に挑戦した。  

＜学習を進める中で＞ 

 子どもたちは初めて知る獣医の仕事に驚き、「獣医さんの仕事は大変だ。」「すごい。」という感想

を持つ子が多い一方で、「獣医になりたい。」「いや、なりたくない。」という感想もあっても話題も

上がった。獣医のどんなことが大変なのかを詳しく追う展開になったことで、その中で説明文の読

み取りを進めることができた。 

 説明文の読み取りはワークシートを使って獣医の仕事を追っていったが、初めは「いつ」と「し

ごと」しか捉えられなかった。しかし、段落を進めるにしたがって、「これって仕事だけど、ちょっ

と違う。」「何でその仕事をするかだ！」「理由みたいな。」と話し合いの中から「しごと」と「わけ」

を区別することができていった。 

 獣医の仕事を細かく読み取ったあとで、改めてどう思うか尋ねると、「やっぱり大変だ。」「仕事が

多い。」「疲れそう。」「恐いこともある。」「でも楽しそう。」「動物を心配しているからできる。」など、

より具体的な思いを持つことができていた。そして再び「自分も獣医になりたい。」「獣医にはなり

たくない。」という話題が盛り上がり、本時の「自分は獣医さんになりたいか、なりたくないか」と

いう問題につながっていった。 

 

 



＜成果と課題＞ 

 本時では自分が獣医になりたいか、なりたくないかの理由を発表する中から、獣医さんが「大変

だからなりたい・手伝いたい」「大変だからなりたくない」という対立と、「命を守りたいからなり

たい」「動物が死んじゃったら悲しいからなりたくない」という対立に子どもたちが「変だよ。」と

気づき、そこに焦点を絞って話し合いが進んだ。  

 話し合いが白熱する中、ひとりの子がノートに書いていた「獣医さんはどう思っているんだろう？」

という言葉を紹介すると、一気に話し合いが「獣医さんの気持ち」に移っていった。「動物を助けた

いんだ。」「命を守りたい。」「大変だけど、すごい決心だ。」「死んじゃったら、悲しいけど、自分が

病気だったら、そのままではいやだし。」…と、目指していた「子どもたちが自分の経験や思いをも

とにして、獣医さんの気持ちを想像する」という「ひびき合いの姿」につながった。この話し合い

は「獣医さんも動物が死んじゃったら、恐いのかな？」という新たな問題を生み、次の時間も白熱

した話し合いは続いた。 

 今回の本時では、「獣医になりたいか、なりたくないか」という問題を話し合う中から、子どもの

ひと言によって「獣医さんの気持ちを想像する」という話題に集約し、話し合いを深めることがで

きた。この一単元だけで、子どもたちは話し合うことの楽しさを感じ、友だちの発言から話し合い

を広げたり深めたりすることを学び、大きく成長した。  

 そのために有効だったのは、どの子どもの意見でもできるだけ肯定して、どこかで誰かの意見に

つなげてあげられないかと備えておいたり、最低限のルールだけは決めて、子どもたちだけで自由

に話し合わせたりしてきたことだと感じた。やきもきすることも多く、教師としてはしんどい時間

だったが、本時を迎えて「この子たち、すごいな。」と思えたのが最大の成果だった。  

 課題としては、学級として話し合いが上手くなったことで、話し合いが速いペースで進んでいく

ことが多くなった。すると、みんなの意見を理解しきれない子が話し合いについていかれない場面

が出てくる。発言する子以上に聴いている子の様子や表情をよく見て、必要であれば教師が立ち止

まらせ、わかりやすくもう一度発言させたり、ここまでの話し合いを整理したりすることが必要に

なると思う。その頃合いを見計らうのが難しいと感じている。  

 


